
ウ
カ
|
ウ
キ

治
屋
・
滋
屋
な
ど
込
て
結
宿
あ
h
。
』
と
あ
る
。

ウ
カ
ハ
イ
シ

鵜
川
右

能
美
郡
松
川
に
産
す
る

石
材
。
政
治
元
年
の
定
訟
に
、
『
長
屋
坂
下
石
拓
一之

儀
、
人
持
庇
々
た
h
と
雄
、
向
後
於
築
直
は
、
川

石

-m柄
石
・宇
川
石
之
類
、
此
外
に
茂
勝
手
に
能
石

を
以
て
野
づ
ら
に
可
致
。
』
と
あ
る
o
鵜
川
石
は
後
に

枇
っ
て
小
川
石
と
い
う
た
。

ウ
カ
ハ
ガ
ハ

鵜
川
川

鳳
軍
部
太
田
原
に
設
す

る
も
の
と
、
柏
木
に
渡
す
る
も
の
と
合
流
し
、
制
尾
・

宮
聞
を
経
て
山
田
に
ま
向
、
本
木
よ
h
来
る
も
の
を

併
せ
、
稲
穂
・続
生
・小
垣
を
鰹
て
、
鵜
川
の
携
に
入

る
。
一
名
山
悶
川
。
統
鶴
二

O
粁
。
熊
耳
切
名
跡
志
に
、

『
此
鵠
川
を
驚
れ
ば
、
山
岡
の
郷
と
い
ひ
て
二
十
五

村
あ
句
。
此
鵜
川
に
限
h
鰍
を
釣
る
。
外
に
な
き
こ

と
な
h
。』
と
あ
る
。

ウ
カ
ハ
ジ
ユ
ウ
ニ
ケ
イ

絹
川
十
=
景

鳳

京

都

刑判
川
附
近
の
十
二
景
を
数
へ
た
も
の
で
、
天
刑
森
鴎

籾
・
導
幣
初
出
同
世
・
火
宮
新
m刷
・
夫
紛
石
番
魚
・
精
谷
流

蛍
善
光
山
白
雨

-R
第
山
眺
望
・中
島
周
且
・岡
山
徴

主
・小
魚
崎
市
帯
帆
・
蛭
子
崎
製
樹
・山
田
橋
背
臥
と
す

る
。
菅
原
榊
祉
・
思
叩
幣
榊
祉
・
火
宮
・
夫
姉
石
・
期
以
硲

寺
・苔
光
山
・
探
覚
寺
・
中
島
・
岡
山
・
小
会
断
・
慶
子

附
・鵜
川
橋
と
し
た
も
の
も
之
に
同
じ
い
。
叉
別
に

天
榊
森
脱
約
機
木
老
移
・火
宮
新
郎
・夫
締
石
呑
魚
・

精
谷
流
蛍
・藷
光
山
白
雨
・
夜
祭
山
姥
釘
出
島
明
月
・

園
山
徴

g
・小
企
断
邸
帆
・
謹
酪
回
百
回
廊
・
滋
井
城
祉

附
嵐
を
選
ん
だ
も
の
も
あ
る
。

ウ
カ
ハ
ジ
ヨ
ウ
酬
明
川
按

鳳
軍
部
鵜
川
に
あ
っ

た
。
越
管
賀
=
一
州
志
に
、
『
諸
橋
郷
松
川
村
館
越
は
印

ち
此
村
日
恕
宗
探
匁
寺
の
後
の
山
を
い
ふ
。
熊
号
日

記
に
は
、
鵜
川
村
端
天
満
宮
耐
門
拡
岸
に
，I
て
h
、

共
右
と
あ
・
η
。
今
方
三
千
歩
許
存
す
と
な
h
z
o
相
停
、

温
非
備
申
の
掃
出
井
兵
隊
国
固
た
拘
と
o
文
去
、
探
岡

平
右
街
門
と
一
苫
郷
土
居
た
h

り
と
。
加
M
p
m
m
。
』
と
氾

す
る
。ウ

カ
ハ
シ
ョ
ウ
シ
ユ
ウ

鶴
川
小
集
一
加
。
臥

表
制
鵜
川
陥
村
松
山
編
。
松
山
の
亡
長
次
子
出
村
山
淵

源
・
多
町
料
水
、
そ
の
他
鋭
近
交
友
の
持
を
集
め
た

も
の
。
謀
、
氷
ご
年
刊
。

ウ
カ
ハ
デ
ラ

絹
川
寺

↓
ユ
ウ
k

y
ジ

寺。
ウ
カ
ハ
テ
ン
マ
ン
グ
ウ
抑
制
川
天
満
宮

以
烹
加

鵜
川
に
飯
盛
し
、
A
寸
は
菅
原
榊
枇
と
い
ふ
。
式
内
等

一
自
社
記
に
、
『
鵜
河
天
神
社
。
諸
橋
郷
粉
河
村
鎮
座
。

鵜
利
天
満
宮
。
』
と
あ
向、

抽
附
且
有
名
跡
志
に
は
、
『氏

静
夫
訪
宮
は
大
祉
に
て
、
耐
中

h

梅
川
氏
也
。
侭
歳
十

月
七
日
は
入
部
曾
と
て
、
近
閉
主
ハ
ャ
村
に

十
二
名
の

笛
屋
あ
ふ
り
。
供
物
に
は
御
鋭
餅
宇
一仙
ふ
る
也
。
祭
砲

の
日
十
二
名
辿
座
に
拝
殿
に
座
す
。
附
に
谷
原
村
の

膝
八
と
い
ふ
者
上
座
す
る
也
。
抑
制
相
川
村
に
似
兵
街

と
い
ふ
あ
旬
。
此
者
の
方
へ
七
位
使
札
町
議
す
也
o
八

度
目
に
係
兵
衛
出
合
ふ
也
。
是
青
七
度
宇
の
伎
と
い

ふ
。
そ
れ
よ
b
敏
一
兵
衛
拝
殿
の
百
而
に
座
し
、
紳
士

L

中
一
柳
繁
あ
h
。
祈
念
桝
み
て
御
鍛
併
の
大
な
る
所
持

出
で
、
指
屋
の
者
用
立
年
の
九
百
日
産
へ
旋
す
時
、
側
兵
衛

を
初
め
て
、
例
年
よ
め
御
鏡
餅
辺
政
と
て
い
ど
る
邸

や
と
一
時
許
に
し
て
、
漸
〈
詑
入
て
、
小
餅
と
て
小

さ
き
餅
二
三
十
掘
る
也
。
そ
れ
よ
h
刑
制
旧
世
配
ふ
也
o

是
を
桜
川
の
餅
祭
と
い
へ
わ
。
』
と
記
す
る
。
此
の

い
ど
り
祭
は
今
も
十
一
月
七
日
に
行
は
れ
る
。

ウ
カ
ハ

J
モ
チ
マ
ツ
リ

鵜
川
の
餅
祭

l
ウ
カ

ハ
テ
Y

マ

y
グ
ウ
鵜
川
天
一
副
官
。

ウ
カ
ハ
ハ
ツ
ケ
イ
斡
川
八
景
臥
京
消
鵜
川
附

近
の
m
R
紛
で
、
小
企
附
の
侃
帆
・丸
山
の
刊
行
主
・城
上

の
附
臥
・
島
田
の
wm
肱
・
夫
婦
石
の
夜
雨
・
天
誌
の
タ

田川
L
ー根
木
の
供

E
F開
閉
箆
寺
の
腕
節
を
都
オ
る
。

?冊
以

ウ
カ
ハ
ホ
酬
明
河
保

臥
奈
川
附
に
在
っ
た
。

四
且

三
日
附
ハ
付
札
剛
山
永
十
八
年
U

沙
揃
逝
祐
の
御
奉
行
所

に
宛
て
た
注
地
獄
に
能
号
凶
鵜
河
保
と
あ
る
。

ウ
カ
ヒ
抑
制

飼

味
洲
術
直
郷
に
回
す
る
部
稿
。

能
n
w
t
n
跡
志
に
、
『
鰐
飼
。
似
凶
よ
わ
上
ふ
り
の
出
向
次
な

り
。
家
政
百
八
十
軒
前
あ
h
。
此
村
に
昔
は
郡
奉
行

在
住
あ
h
て、

H
h
間
引
は
大
獄
裂
に
て
繁
昌
せ
し
也
。
』

と
あ
る
。

ウ
カ
ヒ
イ
シ

鵠
飼
石

淀
川
町
元
年
の
熊
脅
紀
行

に
、
『
前
故
村
門
以
奈
川
州
U

の
内
に
大
附
の
経
塚
あ
h
o

石
青
も
一
見
せ
し
に
、

一
石
俗
一
手
宛
郵
あ
h
。
鵜

飼
石
と
は
是
也
。
』
と
あ
る
。
話
聞
の
鵜
飼
に
『
妙
な

る
法
の
御
終
十

4

一
石
に
一
宇
山
首
き
つ
け
て
』
と
い
ふ

文
句
が
あ
る
か
ら
、
能
菅
で
き
号
も
い
う
た
と
見
え

る
が
、
終
石
と
い
」
方
が
盟
通
で
あ
る
。

ウ
カ
ヒ
ガ
ハ

鵜
飼
川

郡
青
珠
洲
郡
大
町
泥
木

小
字
大
川
に
設
し
て
京
市
慌
し
、
小
字
泥
木
に
於
い

て
京
に
向
か
ひ
、
限
駅
青
鋭
、
斜
簡
に
京
っ
て
携
に

注
ぐ
。
流
山
間
凡
そ
十
九
粁
。

ウ
カ
ヒ
キ
チ
ザ
エ
モ
ン

鵜
飼
吉
左
衛
門

水
戸

縦
士
。
安
政
一
九
年
十
二
月
十
八
日
川
和
府
よ
内
大
迫
寺

山
初
へ
預
入
と
な
h
、
之
秒
一
江
戸
郎
に
慮
慌
て
た
が
、

六
年
九
月
廿
七
日
改
め
て
非
附
に
引
渡
さ
れ
、
後
死

に
路
せ
ら
れ
た
。

ウ
カ
ヒ
ミ
ヨ
ウ
ゴ
ン
ジ
キ

鵜
飼
妙
巌
寺
記

容
。
珠
洲
榔
鵜
飼
村
妙
雌
寺
の
絵
起
で
あ
る
。

ウ
カ
ヒ
メ
シ
ヤ
字
加
姫
引
日

以
来
初
字
加
爆
に

銀
座
し
、
間
受
大
前
脅
祭
っ
た
o
H
U
名
か
ら
生
じ
た

祉
凱
で
あ
る
。

ウ
カ
マ
ツ
リ
字
賀
祭
笛
十
一
且
昨
日
に
行
ふ

溺
術
館
副
で
あ
る
。
信
仰
者
は
澗
荷
祉
に
詣
で
L
赤
飯

と
揚
一日
腐
と
や
↓
献
げ
、
叉
は
之
を
自
家
の
屋
上
に
遣

い
て
宿
荷
到
に
供
へ
た
。
元
職
十
三
年
版
珠
洲
之
海

六
八

に
、
『
宇
到
ま
つ
る
日
の
加
賀
三
ヶ
間
勤
文
。
花
紅

紫
雲
躍
の
歩
み
も
制
限
に
信
徳
。
』
今
も
能
殺
で
十

一一
刃
十
一

日
漁
栄
者
が
之
を
行
ひ
、
加
賀
で
は
十
二

且
十
五
日
を
お
か
祭
と
い
っ
て
伐
仰
の
出
代
を
行
ふ

所
が
あ
る
。

ウ
キ
ダ
イ
ツ
ケ
イ
浮
回
一

議

京

都

の
柿
入
。

安
政
五
年
十
二
且
十
八
日
そ
の
子
松
賂
と
共
に
、
大

型
寺
山
浦
に
御
預
と
な
h
、
そ
の
江
戸
郎
に
絃
芭
さ
れ

た
が
、
安
政
六
年
十
且
七
日
所
跡
に
磁
せ
ら
れ
た
。

ウ
キ
ダ
キ
ユ
ウ
カ
ン
字
喜
多
久
閑

知
行
千
五

百
石
。
陵
長
十
九
年
=
一
且
七
日
高
山
南
坊
内
際
館

庵
等
と
共
に
天
主
教
信
者
た
る
を
以
て
、
前

m利
常

に
よ
っ
て
京一
仰
に
迭
ら
れ
、仮
品
川
伊
賀
守
へ
引
渡
し
、

同
年
九
且
二
十
四
日
阿
鋭
治
へ
政
逐
さ
れ
た
。

ウ
キ
ダ
ヒ
デ
イ
へ
宇
喜
多
秀
家

臨
長
十
一
年

四
且
前
的
問
・
的
中
・悩
後
の
領
主
宇
喜
多
禿
家
、
そ

の
長
子
八
郎
・
衣
子
小
平
次
及
び
僕
綴
十
人
と
共
に

八
丈
島
に
流
さ
れ
、
夫
人
は
前
回
氏
に
復
践
し
た
。

こ
の
夫
人
は
利
家
の
女
同
輔
副
則
で
、
利
長
の
妹
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
努
家
は
閲
ク
原
の
役
に
西
軍
の
将
で

あ
っ
た
が
、
敗
後
rM献
に
遮
れ
た
の
で
、
烏
一部中
ω
恒

は
党
長
老
に
よ
っ

て
そ
の
非
を
航
さ
れ
ん
こ
と
を
賄

う
た
に
、
八
年
死
一

等
を
減
じ
て
駿
河
久
能
に
政
た

れ
、
是
に
至
っ
て
更
に
南
島
に
諭
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
後
前
悶
氏
は
幕
府
の
許
可
を
得
て
物
資
も
7
・
宇
喜

多
氏
に
陥
っ
た
が
、
そ
の
品
目
の
記
録
は
綱
紀
の
享

保
二
年
に
も
夜
L
、
前
後
間
匝
限
三
年
に
去
る
ま
で
時

時
そ
の
郁
が
あ
っ
た
。
入
丈
島
で
は
そ
の
宗
家
の
み

宇
喜
多
民
を
穆
し
.、
他
は
皆
浮
印
に
改
め
て
ゐ
た
。

明
治
二
年
二
且
九
日
朝
廷
秀
家
の
商
孫
九
郎
等
同
族

七
人
の
非
を
赦
し
、
命
じ
て
之
を
加
賀
務
に
邸
し
扶

助
せ
し
め
ら
れ
た
。
l
v
サ
ハ
ハ
シ
チ
ョ
ウ

F
ュ
ウ

得
倍
長
太
夫
。


